
一
葉
、
南
支
調
盗
．
牌
蕪
興
∬
、
定
践
壷
闘
▽
〔
柴
田
牽
央
）

。
フ
ー
フ
“
ン
ル
、
　
静
・
ン
バ
∵
ワ
同
図
癬
川
内
の
考
吉
四
三
調
杏
一

「
ブ
ラ
ジ
ル
に
ル
蹴
解
れ
た
既
報
出
口
を
太
邦
學
臨
界
に
紹
糊
A
算
す
る
瀞
槻
金
口
を
…
輿
へ
・
り
斗
礼

た
光
榮
を
感
謝
致
し
ま
す
。
さ
さ
や
か
乍
ら
劉
蹴
國
に
あ
る
同
胞
二
十
禽
の

廠
業
の
一
と
し
て
先
輩
釜
位
の
御
指
導
願
上
ま
す
。
」
こ
の
は
し
が
シ
、
、
を
讃
む

籍
は
遜
か
酪
米
の
地
で
我
が
羅
閣
の
雍
を
思
ひ
浮
べ
乍
ら
雄
々
し
く
・
も
開
拓

事
業
に
從
轟
す
る
か
た
は
ら
文
化
導
業
に
も
粟
り
出
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
、
サ
ン

パ
ウ
μ
在
銘
の
我
が
邦
人
等
に
幸
あ
れ
か
し
と
研
り
窪
く
な
る
、
、

臨
書
は
一
九
三
六
年
三
月
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
論
叢
総
領
審
富
邸
で
生
れ
た
在

紹
邦
人
吟
細
織
す
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
・
イ
ン
デ
ィ
オ
文
化
研
究
同
好
愈
」
の
第
一

回
報
告
霧
で
あ
る
◇
今
そ
れ
が
當
疇
の
総
領
毒
で
あ
り
又
會
長
で
あ
っ
た
毒

毛
孝
三
氏
等
の
行
力
に
依
っ
て
束
京
人
類
學
會
の
入
類
攣
叢
刊
乙
先
史
學
第

二
鵬
潤
と
し
て
㎡
白
洲
潤
さ
「
れ
た
事
は
岡
・
爾
鴇
獄
は
潮
剛
よ
り
の
こ
と
内
勤
狸
の
我
々
に
贈
堪

っ
て
・
も
璽
》
し
く
慶
び
と
・
丁
る
嘘
で
あ
る
、
太
湖
け
の
”
記
怖
臓
乃
至
謀
葱
祭
に
瀞
趣
い
て

こ
れ
を
導
門
酌
な
見
地
か
ら
な
ほ
多
少
の
議
す
べ
き
鮎
で
あ
る
と
し
て
も
、

ペ
ル
ー
の
イ
ン
カ
の
文
明
の
二
、
三
し
か
知
ら
れ
て
み
な
い
我
が
考
古
學
界

に
取
っ
て
こ
の
晦
米
の
先
史
交
化
の
鋸
葉
豹
な
姿
は
一
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
も

の
と
し
て
學
的
典
味
を
興
へ
る
も
充
分
な
も
の
が
あ
る
。

　
太
譲
に
革
め
ら
れ
た
遺
跡
は
こ
の
サ
ン
・
パ
ウ
μ
（
ω
P
O
　
℃
箇
環
一
〇
）
弼
内
の

海
愚
厚
地
撒
鋸
H
ぴ
q
忽
p
ρ
層
㊦
郡
に
φ
め
る
“
ン
ポ
。
フ
ラ
（
∩
｝
《
悔
○
σ
廊
凪
9
⊃
）
貫
塚
、
華
甲
輝
由
［
脹
内

の
ア
レ
ク
リ
ン
（
≧
㊦
o
甑
鵠
）
貝
塚
、
、
及
び
奥
地
マ
ッ
ト
グ
・
㍑
ッ
ソ
州
（
認
㌶
8

0
き
。
。
な
・
。
望
㌶
ゆ
）
境
に
あ
る
ア
リ
γ
ン
サ
（
避
薄
霧
爆
）
の
ヨ
嚢
で
、
そ
の
　

　
々
の
邊
跡
の
獲
掘
状
況
と
遺
物
と
が
録
捌
ら
ト
れ
て
あ
る
い
諾
し
て
其
の
一
期
の

獲
掘
は
た
ま
く
渡
米
さ
れ
た
鳥
醗
三
三
博
牽
の
指
導
の
下
に
な
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
島

　
さ
て
ジ
ボ
ブ
ラ
臼
益
撚
は
リ
ベ
イ
う
い
海
（
菊
川
。
獅
凶
び
Φ
罵
p
）
に
轟
劇
ふ
た
イ
グ
ア

　
ツ
ペ
港
か
ら
約
九
時
闘
開
の
海
外
選
出
業
株
式
命
口
磯
の
繍
一
民
地
内
に
あ
る
。
こ
㌧

に
て
醐
っ
の
貝
塚
が
獲
掘
さ
れ
た
し
何
つ
れ
も
標
實
同
約
購
十
米
強
の
丘
．
陵
驚
…

に
位
置
し
今
な
ほ
附
近
の
低
地
は
沼
勉
を
な
し
て
み
る
。
牝
蠣
が
こ
の
貝
塚

を
形
成
す
る
貝
類
の
九
十
八
％
を
占
む
る
事
か
ら
、
こ
の
原
地
形
が
塑
像
さ

れ
る
。
不
思
議
に
も
土
器
は
一
片
も
荏
務
し
な
い
。
島
獣
烏
骨
の
他
に
最
下

臥
謄
か
ら
大
形
磨
石
斧
籔
個
を
霧
た
鄭
簑
は
特
筆
さ
る
べ
く
、
ま
た
他
に
貝
暦

中
か
ら
十
｝
醗
の
横
…
臥
麗
固
葬
の
八
一
日
が
凹
兄
出
さ
れ
た
○
ア
レ
ク
リ
の
門
只
塚
－
も

あ
ま
り
獅
辮
か
ら
遠
く
な
い
ペ
イ
シ
露
霜
（
蒙
○
鳥
○
需
㌶
Φ
）
の
支
溌
ブ
ラ
ツ

ソ
・
ド
・
メ
イ
オ
（
じ
d
戦
麟
O
O
　
瓢
O
　
ン
｛
①
一
〇
）
に
沿
ふ
た
挙
地
に
あ
る
Q
貝
は
陸
議
の

カ
タ
ッ
ム
ジ
で
あ
る
、
．
こ
・
で
も
員
墓
と
疑
は
れ
る
入
骨
の
埋
葬
を
見
た
。

威
人
骨
薫
鷹
、
幼
兄
骨
を
そ
の
傍
ら
に
俘
っ
て
獲
．
志
し
た
．
▽
そ
の
あ
る
も
の

に
は
頸
、
部
に
頸
飾
用
の
有
乳
獣
、
牙
を
七
十
五
個
も
俘
ひ
、
ま
た
赫
土
を
頭
膏

に
見
た
。
石
器
中
祝
着
な
打
石
器
は
田
鼠
の
拙
な
も
の
で
あ
る
．
、
衰
後
の
ア

リ
ア
ソ
サ
は
サ
ン
パ
ウ
μ
市
の
北
痢
八
百
キ
μ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
蟻
．
地
で
、

開
拓
萌
は
灘
蒼
た
る
穴
森
駄
に
蔽
は
れ
て
る
た
と
云
ふ
。
こ
の
遺
跡
は
後
逃

の
土
倉
を
伴
出
す
る
磨
製
石
器
類
を
見
る
地
帯
と
殆
ん
ど
土
器
を
律
は
な
い

所
軸
繭
小
形
噺
器
冷
茜
股
見
す
る
地
離
鴇
と
に
一
義
分
さ
れ
て
、
後
嚢
を
ば
鰯
…
告
解
は

｝、

?
石
器
縛
代
の
石
器
と
も
見
る
べ
き
・
…
：
」
と
讐
口
づ
て
み
る
が
、
そ
れ
は
所

謂
後
期
藩
石
器
の
篤
農
技
術
を
保
持
し
た
石
器
類
と
解
す
べ
爵
、
、
で
あ
ら
う
。

（647＞

紹

介

第
二
十
照
巻
　
第
三
號

一
気
七



藁

第
二
十
墜
懲
　
第
叢
鞭

｝
五
八

次
に
請
表
の
土
器
は
勿
論
成
形
に
軸
御
繍
担
を
使
用
し
な
い
群
手
の
厩
購
鉢
形
の

も
の
で
あ
る
が
彩
交
で
あ
る
黙
が
輿
味
を
引
く
、
突
探
ほ
格
子
斌
絞
域
は
渦

絞
瓜
形
等
を
憲
と
し
て
屠
り
、
又
十
文
字
の
如
く
記
號
的
な
鶴
灘
鞍
を
”
隔
の

土
辮
皆
目
に
見
る
の
は
、
石
片
或
は
岩
石
上
に
刻
さ
れ
た
も
の
と
の
連
系
の
考

へ
ら
れ
る
熱
で
注
意
さ
れ
る
し

　
以
上
は
本
報
告
の
大
一
嬰
で
あ
る
が
、
さ
て
こ
の
「
…
…
遺
跡
に
於
い
て
十
颪
伽
を

俘
は
な
い
で
、
加
渕
珪
石
器
・
骨
器
・
埋
．
葬
人
骨
を
有
す
る
鍛
塚
の
姪
絡
と
ア

ジ
ア
ン
サ
の
あ
る
題
域
で
見
た
土
器
類
と
が
岡
題
と
な
る
で
あ
ら
う
G
し
か

し
鷺
晒
畑
捌
濟
は
葺
ハ
魏
糠
の
年
代
．
乃
至
…
ウ
ハ
化
の
糎
隔
．
絡
に
就
い
て
は
戴
㎎
つ
て
は
み
な
い

が
萌
蒋
は
三
々
を
し
て
初
期
蕊
ド
4
1
器
文
化
乃
至
中
期
石
器
的
な
鎌
棚
を
思
ひ

搾律

ﾗ
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
後
考
は
イ
ン
カ
交
．
化
以
前
の
系
列
を
職
灘
掌
ご
す

の
で
・
あ
ら
・
つ
く

　
一
越
…
粥
栄
の
火
陸
文
化
は
そ
の
地
名
の
示
ナ
隔
潔
く
、
業
其
の
現
商
民
の
三

分
の
一
が
ボ
瓦
ト
ガ
ル
・
ス
ベ
イ
ソ
入
等
の
厭
洲
人
で
あ
る
事
解
か
ら
十
六

世
紀
中
㎝
集
三
碧
　
の
ス
ペ
イ
ン
の
聖
主
が
過
去
の
こ
の
地
の
文
化
を
如
何
に
賑

氣
な
く
抹
殺
し
て
了
ま
っ
た
か
と
云
ふ
て
よ
い
○
併
し
外
形
的
に
抹
殺
さ
れ

切
れ
な
い
で
幾
っ
て
る
る
窟
掃
文
化
の
簸
珪
が
所
々
に
存
在
し
て
み
る
。
チ
チ

カ
カ
湖
を
中
’
5
と
し
た
イ
ン
カ
の
文
一
二
ゆ
歳
㌦
る
事
億
ら
、
少
く
も
今
の
膏
々

に
は
北
・
端
ヅ
ェ
ネ
ぜ
う
の
”
こ
フ
カ
イ
ボ
…
捌
騨
に
蒸
し
た
湖
上
住
屠
の
交
化
と

薄
パ
タ
ゴ
ニ
ア
畢
原
に
残
こ
さ
れ
た
二
二
℃
㌶
鯨
薦
○
灘
の
交
化
域
ひ
は
盛
。
戦

奉
瓢
虹
男
【
お
ウ
q
◎
の
土
入
の
愚
去
及
び
そ
の
生
活
様
式
と
は
原
始
林
の
存
粍
と

蔽
ハ
に
礁
魍
か
に
毒
言
へ
の
…
撞
鶴
撚
の
的
と
な
っ
て
み
る
。
写
し
て
A
ソ
こ
の
澱
日
に
俳
桝

っ
て
我
が
湛
外
同
胞
の
埋
も
れ
た
亀
．
の
に
舞
ナ
る
探
索
の
姿
が
、
そ
の
上
に

ま
た
一
つ
の
新
し
‘
い
㎝
興
昧
を
…
典
へ
て
奨
れ
た
こ
と
を
威
篇
翔
し
た
い
。
　
（
雄
丈

…二

o
胤
…
舞
、
　
英
「
文
明
椰
熔
化
｝
凱
｝
貰
、
　
㈹
則
版
五
山
ハ
禦
、
　
東
川
綿
入
個
籔
黒
一
尉
目
欝
ハ
行
、
　
宛
繰
濤
凪

岡
病
態
簸
V
ρ
藤
岡
謙
二
郎
〕

彙

報

　
　
　
　
更
　
學
　
研
　
究
　
司

り
　
　
お

例
金
田
　
五
月
轟
雌
器
（
土
）
争
後
一
時
…
二
尊
八
∬
よ
り
幽
門
聖
職
陳
列
館
第
一
泓
以
室
じ
門

於
い
て
本
穆
年
度
最
初
の
例
會
を
開
き
、
左
記
の
知
き
講
演
を
行
ひ
、
た
ほ

そ
れ
に
關
…
職
一
し
て
蜘
髄
峯
の
一
部
に
大
弓
　
東
阯
、
並
に
巣
…
鰻
寺
阯
の
出
田
…
晶
・
寛
…

眞
、
實
測
懇
到
を
展
凝
し
一
般
の
湖
覧
に
供
し
た
．
、
領
外
よ
り
多
緻
の
來
曾

満
あ
り
盛
況
を
呈
し
た
。
　
　
　
　
　
　
・

　
　
穴
灘
京
趾
贔
近
の
護
掘
調
査
に
就
い
て
　
　
　
　
柴
廼
　
　
蟹
旋

∴
そ
の
概
饗
は
木
誌
鮪
號
並
に
転
々
號
彙
報
醐
所
載
の
記
事
と
重
複
す
る
を

以
て
省
略
す
る
」

　
　
麿
鉾
五
代
に
於
け
る
佛
教
信
伽
を
申
心
と
す
る
灘
＆
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
．
波
利
貞
民

（
太
誌
掲
載
に
骨
、
纏
厩
を
省
略
す
る
）

　
　
　
　
圏
更
學
曾
大
曹

　
國
ゆ
A
科
　
大
魁
卍
院
塵
丁
生
を
中
心
と
す
る
國
・
史
革
命
”
で
は
一
蹴
例
の
燕
月
濡
髪
金
目
を

六
月
九
二
（
土
）
布
後
一
時
煮
や
分
よ
む
樂
友
會
館
酔
二
一
翫
に
於
い
て
…
闘
．
催
、
左

の
如
き
講
演
を
膏
ひ
五
時
．
渦
…
ぎ
故
會
し
た
Ψ

　
　
多
羅
尾
氏
に
藏
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畢
山
敏
治
算
氏

　
一
つ
の
聯
代
の
渦
…
顎
外
照
・
に
於
い
て
、
晶
醐
代
の
計
粋
命
り
的
鰍
…
度
、
身
分
に
保
瞭
騨

さ
れ
、
亥
持
さ
れ
て
み
た
入
入
が
、
そ
4
3
背
後
に
あ
る
営
力
を
失
ひ
、
そ
の

（　6－G，＄　）


